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　　技術概要

本発明は、酸化チタン光触媒多孔質膜の作製方法に係り、より詳細には噴霧法を利用した酸化チタン光触媒
多孔質膜の作製方法。
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酸化チタン光触媒多孔質膜の作製方法及びその膜を付与したフィルター

有効表面積が大きく、光触媒活性の高い酸化チタン光触媒多孔質膜を安定して作製する方法を提供する。
チタンアルコキシドと無機質粒子を含む第１分散液を、室温より高い温度に加熱した状態の基材の表面に噴
霧する第１噴霧工程、無機質粒子を含む第２分散液を、１２０℃以上に加熱した状態の前記基材の表面に噴
霧する第２噴霧工程、及び前記基材をさらに続けて加熱する工程を含む方法によって、酸化チタン光触媒多
孔質膜を作製する。各分散液の噴霧は、噴霧ノズルを前記基材表面の水平方向に移動させながら行い、前
記基材表面の広範囲にわたって均質な多孔質構造を形成する。


